2005年10月5日(水)第3回

住まいるプロジェクト

10月5日(水)第2回ワークショップ

社会福祉協議会　主査：清水照久氏　　主任ケアマネージャ：加藤くみ子氏
~社協とは何か?~

· 社協は金を貸し、金利を付けて行っている。
· 生活福祉資金とは視覚障害の方があんまを開きたいがお金が無い為開けないという時や学校に通う為のお金が無いと言う様な時に利用出来る。5件の内、4件は就学資金、1件は介護となっている。
· 『くらし資金』とは、金が無く食べる物も無い人に対して無利子で貸すもの。

· 低所得世帯援護とはホームレスの方等が利用出来る。
· 福祉教育推進連絡会議は年に1回実施している。
· 生活管理指導員派遣事業は介護保険制度に合わせて作られたもの。

· 心身障がい者(児)福祉の推進･･･「ふれあい運動会」の実施。

· ボランティア育成事業の推進･･･ボランティア登録は628名(22グループ)。日本福大学からも「親子どんぶり」や「あかとんぼ」も参加している。

· 知多ブロックボランティア集会･･･6市5町(豊明市含む)が参加し様々な議論を交わす。

· 平成14年から河和中学等が「総合学習」を取り入れ、社協が支援・協力している。中でも福祉は人気が高い。

· 防災ボランティアコーディネーターは非常に人気なので抽選で選ばれる。
· 心配ごと相談事業の推進･･･年金・離婚等の相談が多く、年間107件と増加している。

· 地域福祉サービスセンター事業の推進･･･福祉カルテの登録や福祉カルテ登録者へのサービス調整、ふれあい訪問ボランティア等を行っている。ふれあい訪問ボランティアについては日頃からお付き合いのある人に登録してもらい、雨戸が空いていなかったら声を掛けたり、回覧板を回すついでに声を掛けたりする。ボランティアの義務感は無い。実際に一命を取り留めた実績もある。
· 福祉機器のリサイクル事業･･･亡くなった方が利用していた福祉機器を引き上げ、貸し出ししている。

· 在宅介護支援センター事業の推進･･･相談事業を行っており、年間261件の件数。年々増加している。
· 地域ケア会議は介護予防プランについて行い、毎月第一木曜日に開催している。

· 介護保険事業の推進･･･ケアプラン作成者が3名で行っている。要支援・介護度1の方が62％を占めている。ヘルパー利用者は月に約90人いる。

· 支援費居宅介護事業の推進･･･身体障害者の方の訪問介護利用者は月に7人程度いる。知的障害者は月に2人程度、児童は月に8人程度である。
· 苦情解決制度の推進･･･年間約8件でヘルパーに対する苦情が多い。
· 社協にはケアマネージャが3名、パートが22名、局長1名、職員4名、ヘルパー2名がおり、オーバーワークで人手不足となっている。

· 在宅介護支援センター･･･野間・河和・東部の3ヶ所ある。

· ケアマネージャ3人で200件以上の支援、利用者の要望で1番多いのは福祉用具のレンタル。利用者の生きがい、楽しみを作っていきたい。
· 住宅改修について･･･トイレ・玄関・浴室必要な所には積極的に付けた方が良い。最近の業者(工務店)さんの方が知識がある。介護保険制度の20万円の範囲内では手すりくらいしか付けられない。

· 防災事業に関しては未定。
《講演を聞いての感想》
· 今回は社協の仕事を中心に聞くことが出来た。仕事の多さや複雑化に驚いたと同時に、美浜町が抱える問題が見えてきたのではないかと思う。調査対象はおおいにあると感じた。~飛石~
· 社会福祉協議会が行っている様々な事業を知ることができ、とてもためになった。事業の一つ、地域支援ネットワーク事業のような何気ない付き合いが地域全体に広がれば災害が起こったときなど役に立つのだろうなと感じた。~豊福~

· 私はケアマネの仕事に興味があったので、お話をうかがってとてもハードな仕事だと知りました。ケアプランをたてるにしても住環境や福祉用具など幅広い知識が必要なんだとわかりました。~広瀬~

· 美浜町社会福祉協議会が、地域に密着した事業を、多岐にわたって運営していることを初めて知りました。1番の収穫としては、ケアマネの加藤さんから住宅改修について前向きな意見が聞けたことです。これから美浜町フィールド調査に向けて、良い関係作りを心がけていかなくてはならないと思いました。~五十嵐~

· ワークショップでケアマネジャーの方の話、美浜町の現状などが聞けてよかった。現場での話を聞ける機会がないので興味を持ち聞くことができた。このようなワークショップをこれからもしていきたい。~榎木~

· 社協の方々にきていただいて、美浜町についての福祉を知ることによって、【住まいるプロジェクト】に役立つことをたくさん知れたと思います。これを参考にさせていただき今後の活動にいかしていきたいと思います。~岡田~

· ワークショップありがとうございました。私はインターンシップで県の社会福祉協議会に行っていろいろ学びましたがワークショップを通じてまだまだ勉強がたりないと気づきました。質問では緊張して失礼な質問になってしまい残念でなりません。是非、これから社会福祉協議会と協力して行きたいです。~渡辺~

· 美浜町の取り組みのなかで近所の人が関わりを持ち、何かあった時のために備えるのはいいと思いました。地域福祉の重要性を知りました。~太田~

· 今年の夏に地元の社会福祉協議会に実習に行ったことも関連して、とても興味深いお話を聞くことができました。防災対策に関してはまだまだ行き届いていないと感じたので、今後学生(住まいる)から美浜町社協やその他の関係機関に働きかけをし、連携して活動を進めていきたいと感じました。機会があればまた意見交換などをしたいです。~後藤~

· 美浜町における様々な福祉，介護事業を知る事が出来ました。印象深かったのは、やりたい事は山ほどなのに現場は手いっぱいであるという事。ケアマネ3人で180人を担当するなど限界を越えていると感じました。体一つでは足りない状況でいかに他と連携をとるか…ケアマネさんの課題も見えました。~笹原~
· 『地域支援ネットワーク事業』について大変興味深かったです。やはり、「ボランティアの義務感を感じさせない」と言うのはお互いの関係や付き合いを今まで通りの様に続けていくにはとても大切な事だと感じました。高齢者の世帯が多い地域では特に有力ですが、近所付き合いの無い方や地域では難しく、課題だと改めて思いました。~瀬戸~

· 美浜町の社協の取り組みを詳しく知らなかったので今回のお話を聞いていろいろと知る事が出来ました。今日は、今やっていることよりも福祉の基本を知れた気がします。美浜町の福祉の足りない部分を大まかですが把握する事ができました。まず基本が分かってないと何もできないと思うので今日のことを忘れずにどこかで活かしていきたいです。~細野~

以上
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